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感染禍の中、開催された令和2年度定時総会 (令和2年明 24日 多世代交流館)
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定時総会が開催され、報告事項に続いて二つの議案が提出され承認されました。

多くの会員の皆様におかれましては、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため

書面による議決権行使にご協力いただきありがとうございましたЭ

報告事項 1 令和元年度収支補正予算について

報告事項2 令和2年度事業計画及び収支予算について

第 1号議案 令和元年度事業報告及び決算について

第2号議案 役員の選任について
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下記の方が新しい理事・監事に選任されました。

事務局職員に、7月 1日 付けで

異動がありました。

伊 藤 和 善 さん

新規就業先開拓の業務に従事します

【理 事】

戸 田 元 さん

【監 事】

赤 尾 博さん

● なお、総会後に開催された理事会において、欠員であった常務理事の選定がなされ、戸田理事

(事務局長)が常務理事に選定されました。

i■1こ組    り壁 員

総会における会員等への表彰状の贈呈は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止し、後日、

個別に表彰状及び記念品を贈呈しました1

《長寿会員表彰》(85歳以上で直近5年間毎年就業実績のある方)

中 村 行 司 冨 岡 重 一 チ1 本寸 弘

(lin範会 員・就 業 実 績 表 彰 》(会員として10年以 L登録し、直近5年間毎年就業じ就業実績力上 位10人の方)

井 戸  啓 迪   酒 井  昇   山 田  道 蛙   西村 喜代幸   久 永  満

鵜 飼  竹 春   加 藤  勝 子  柳 瀬  清 助   小 林  辰 夫   松 本  勝 美

α嘆鐸 ・鎚蜂或IllI班轟 重の(地域班の班長として7年以上就任した方)

池 田  靖 之   前 田  度

α嘆範訴隻員 霧議影〉(役員として10年以上在職し、令本田2年度総会で退任した方)

加 藤  義 之 (監事 )

6月 24日内、新型コロナウイルス感染症の影響により規模を縮小して多世代交流館において令和2年度

表彰の種類と受賞された方のお名前を紹介します徹称略)
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会員の就業の実態及びニーズ等を把握し、今後の就業促進を図るため、会員増加の対策強化

のため、令和2年 2月 に実施した会員アンケートの結果をお知らせします。

多くの会員の皆様に協力をいただきありがとうございました。

今後の業務改善のために活かしてまいります。
(回 収率52.6%)
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熱中症の予防対策として、電動ファン内蔵の空調服

購入費の一部を助成しまう。
◇日頃から体調に気を配る。

◇こまめに水分補給を行う。

◇外出する際は帽子を被る。

◇就業中は、無理をせず、休憩を

十分取る。

剪定、後処理を行う

Ю 結果 :

-65歳以下

以上のことを注意して

この夏を乗り切りましょう!
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作業現場訪間⑬ 城山公園の清掃作業

今回は、城山公園の清掃作業を訪問しました。業務内容は今年

3月 にオープンした遊具広場を含めた公園内指定地域のゴミ拾い

及び草取りでした。仕事のシフトは2名 仙口納さん、鈴木さん)で週3

～4日勤務のローテーションで、一日1～ 3時間ほどの作業になりま

す。今回の担当者は加納新一さんで、作業中にお話を伺いました

が前向きで明るく元気な方でした.「今の時期は雑草の勢いが強く

草取りが忙しい。また、新しくできた遊具広場では、たばこの吸い殻

や花火の後始末が気になります3」 とのことでした3  〔玉置〕

～第10班 交流会報告 ～

3月 7日 (土 )の地域交流会は、緑町、長坂町在住の

会員のうち、7人が参加しました。ボランティア活動とし

て公園の溝や地面いっぱいにたまった落ち葉やごみ

を集めて清掃作業。『鈴松』での懇親会は、自己紹介

のあと会食をしながら趣味や自身の就業内容など幅

広い話題に時間が経つのも忘れて盛り上がりましたc

初めて参加した人もあり、和気あいあいとした雰囲気で

好評でした。 〔松尾〕

2月 26日 に交通安全教育車「あゆみ号」を活用した

体験型の講習が行われました。25人の会員が参加し、

交通安全に対する重要性を再認識していただきました。

<参加者の感想>
0反射神経や運動神経が自分の思っている以上に

哀えていることに気づいた。

O改めて交通ルールを守らなければいけないことを

痛感した。 〔事務局〕

氷 木 薦 島  %儘  :
スクは必須のアイテムとなり、さらに熱中症の多発期を迎え二重の危険と隣り合わせにある。東京オリン

ピックは延期となり、スポーツ大会、お祭り、数 の々イベントはことごとく中止となった。命の危険と背中合わ

せで献身的に尽くしてくれた医療関係者のおかげで日常生活の様 な々自粛が解けた今、第2波の懸念

も。さらに失業、倒産など経済的痛手は計り知れないcアフターコロナの生き方が問われている。〔神原〕

公益社団法人 尾張旭市シルバー人材センター

交

通

春


